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現行 22年
４～９月

22年
10月～

雇用保険料率 0.9％ → 0.95％ 1.35％

労働者負担 0.3％ → 0.3％ 0.5％

事業主負担 0.6％ → 0.65％ 0.85％

安
定
供
給
へ
抜
本
改
善
を

を
生
む
「
後
追
い
」
の
構
造

的
問
題
が
早
く
も
露
呈
す
る

事
態
と
な
り
そ
う
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

で
逆
ザ
ヤ
が
拡
大

で
逆
ザ
ヤ
が
拡
大

　

厚
労
省
に
よ
る
歯
科
用
貴

金
属
材
料
の
告
示
価
格
の
改

控
え
、
歯
科
用

貴
金
属
価
格
の

改
定
制
度
に
つ

い
て
、
逆
ザ
ヤ

　

診
療
報
酬
改
定
を
４
月
に

定
は
、
診
療
報
酬
改
定
時
に

実
施
さ
れ
る
「
基
準
素
材
価

格
改
定
（
基
準
改
定
）
」

と
、
改
定
後
３
カ
月
毎
に
変

動
幅
に
関
係
な
く
年
４
回
実

施
さ
れ
る
「
随
時
改
定
Ⅰ
・

Ⅱ
」
が
あ
る
（
１
月
19
日
中

医
協
総
会
）
。

　

基
準
改
定
で
は
、
改
定
年

の
前
年
９
月
を
対
象
月
に

『
特
定
保
険
医
療
材
料
価
格

調
査
』
を
行
う
以
外
は
、
10

月
か
ら
12
月
の
主
な
素
材
価

格
（
金
、
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ

ム
）
の
変
動
を
参
照
す
る
に

と
ど
ま
る
。
そ
の
た
め
、
今

年
４
月
の
基
準
改
定
は
昨
年

９
〜
12
月
の
価
格
下
落
を
反

映
す
る
こ
と
か
ら
、
告
示
価

格
が
大
き
く
引
き
下
げ
ら
れ

る
見
込
み
だ
。

　

し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
の
悪
化
を
受
け
、
２
月
末

か
ら
パ
ラ
ジ
ウ
ム
価
格
が
急

騰
し
て
い
る
。
市
場
実
勢
価

格
と
の
大
幅
な
乖
離
が
生
じ

る
の
は
ほ
ぼ
確
実
と
い
え

る
。

「
後
追
い
」
や
め

「
後
追
い
」
や
め

仕
組
み
見
直
し
を

仕
組
み
見
直
し
を

　

随
時
改
定
は
逆
ザ
ヤ
解
消

に
向
け
一
歩
前
進
と
な
っ
た

が
、

素
材
価
格
の
「
後
追

い
」
の
仕
組
み
は
残
さ
れ
た

ま
ま
だ
。
改
定
頻
度
と
タ
イ

ム
ラ
グ
の
短
縮
だ
け
で
は
、

問
題
を
解
消
で
き
な
い
。

　

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
は
、

「
後
追
い
」
の
仕
組
み
を
続

　

４
月
か
ら
雇
用
保
険
料
率
が

上
が
る
予
定
で
す
。
労
働
者
負

担
分
は
10
月
支
給
分
の
給
与
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
げ
る
。
事
業
主
の
負
担
は
４
月

と
10
月
に
２
段
階
で
引
き
上
げ
、

現
行
の
０
・
９
％
か
ら
10
月
に
は

１
・
35
％
に
な
る
。

　

政
府
は
引
き
上
げ
の
理
由
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
雇
用
保
険
財
源

が
枯
渇
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。
雇
用
保
険
の
財
源

に
は
労
使
負
担
分
だ
け
で
は
な

く
、
国
の
支
出
分
で
あ
る
国
庫
負

担
も
あ
る
。
失
業
等
給
付
の
国
庫

負
担
の
割
合
を
み
る
と
、
06
年
度

は
25
％
あ
っ
た
が
、
現
在
は
２
・

５
％
と
急
激
に
減
少
。
財
源
枯
渇

の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
労
働
者
と
事
業
主

に
負
担
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
国
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に

も
国
庫
負
担
を
元
に
戻
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
２
月
１
日
に
雇
用
保
険

法
改
定
案
を
閣
議
決
定
し
、
２
０

２
２
年
度
の
雇
用
保
険
料
率
の
引

き
上
げ
を
決
め
た
。
労
働
者
の
負

担
は
、
夏
の
参
院
選
後
の
10
月
に

０
・
３
％
か
ら
０
・
５
％
に
引
き

　

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
は
６
日
、「
な
く

せ
原
発
！
再
稼
働
は
ん
た
い
！
お
お
さ
か
大

集
会
」
を
開
催
し
た
。
産
業
技
術
総
合
研
究

所
主
任
研
究
員
の
歌
川
学
氏
が
「
気
候
危
機

回
避
に
向
け
て
〜
地
域
発
展
と
両
立
す
る
脱

炭
素
対
策
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

歌
川
氏
は
、
世
界
の
約
１
４
０
カ
国
が
２

０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
に

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
発
電
手

段
と
し
て
い
る
と
説
明
。
日
本
は
石
炭
や
天

然
ガ
ス
、
原
子
力
を
主
軸
と
し
環
境
へ
の
悪

影
響
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
企
業
が
主
体
を
担
い
、

省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
を
通
し
て
脱
炭
素
社
会
を

実
現
す
れ
ば
、
気
候
危
機
回
避
と
と
も
に
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ふ
く
し
ま
復
興
共
同
セ
ン
タ

ー
代
表
委
員
の
斎
藤
富
春
氏
が
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
で
福
島
の
貧
困
問
題
や
汚
染
水
海
洋
放
出

問
題
に
つ
い
て
訴
え
た
。
集
会
決
議
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
軍
の
原
発
攻
撃
に

対
し
て
ロ
シ
ア
大
使
館
に
抗
議
文
を
提
出
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

け
る
限
り
必
ず

生
じ
る
。
保
険

で
良
い
補
綴
物

を
安
定
的
に
供

給
す
る
に
は
▽
材
料
価
格
改

定
で
上
方
補
正
し
た
告
示
価

格
設
定
▽
購
入
時
価
格
で
保

険
償
還
▽
代
替
材
料
の
保
険

収
載
―
―
な
ど
総
合
的
な
視

点
か
ら
抜
本
的
な
制
度
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

行方
金パラ
行方行方の
金パラ

④

　

平
和
運
動
に
取
り
組
む
大
阪
の
医

師
・
歯
科
医
師
ら
で
つ
く
る
「
お
お

さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
」
と

「
大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
」
は

連
名
で
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵

攻
に
抗
議
し
、
軍
事
行
動
の
即
時
停

止
を
求
め
る
声
明
」
を
３
日
に
発
表

し
た
。
声
明
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

◇

　

ロ
シ
ア
軍
は
２
月
24
日
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
土
へ
の
攻
撃
を
開
始
。
軍
事

行
動
は
、
同
国
の
広
範
囲
の
都
市
に

及
び
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
や
民
間
人
に

多
数
の
死
傷
者
が
出
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
は
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武

力
の
行
使
を
慎
む
こ
と
と
し
た
国
連

憲
章
、
国
際
法
に
反
し
、
ロ
シ
ア
が

い
か
に
正
当
化
し
よ
う
と
も
許
さ
れ

な
い
。

　

侵
攻
の
さ
な
か
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
ロ
シ
ア
が
世
界
最
大
の
核
保
有

国
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
使
用
に
踏

み
込
む
発
言
を
行
っ
た
。
核
兵
器
禁

止
条
約
は
、
使
用
は
も
ち
ろ
ん
威
嚇

も
禁
じ
て
お
り
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
発
言
の
違
法
性
は
明
白
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
、
医
師
・
歯
科
医
師

は
人
々
の
命
と
健
康
に
関
わ
る
責
務

を
負
う
医
療
者
と
し
て
、
軍
事
侵
攻

に
抗
議
し
、
軍
事
行
動
の
即
時
停
止

を
求
め
る
。

　

全
世
界
で
軍
事
侵
攻
へ
批
判
が
高

ま
る
中
、
岸
田
政
権
や
自
民
党
、
日

本
維
新
の
会
内
な
ど
か
ら
、
平
和
憲

法
へ
の
攻
撃
、
核
武
装
な
ど
へ
の
言

及
が
起
こ
っ
て
い
る
。
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
平
和
憲
法
を
生
か
し
、
あ

ら
ゆ
る
平
和
的
手
段
を
使
っ
て
、
戦

争
の
惨
禍
か
ら
人
々
を
救
う
よ
う
、

今
こ
そ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ

と
を
日
本
政
府
に
求
め
る
。

月
の
こ
と
だ
。

　

Ｂ
29
や
ゼ
ロ
戦
を
知
っ
て

い
る
高
齢
者
も
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
の
精
度
と
威
力
に
驚
く
ば

か
り
だ
ろ
う
。
夕
刻
巣
に
帰

る
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
ロ
シ
ア

の
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
群

れ
を
な
し
て
い
た
。
攻
撃
者

側
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
安
全
な
感
覚
な
の
も
過

去
の
戦
争
と
は
違
う
。

戦
争
」
が
最
新

科
学
兵
器
を
駆

使
し
て
突
然
テ

レ
ビ
画
面
に
現

れ
た
。
ま
だ
先

の
出
身
ら
し
い
。
こ
れ
も
先

例
が
な
い
。

　

戦
争
の
準
備
も
外
交
の
調

整
や
整
備
よ
り
も
情
報
の
独

占
管
理
と
戦
場
予
定
地
に
多

数
の
工
作
員
を
早
い
時
期
か

ら
配
備
潜
入
さ
せ
て
実
効
支

配
の
準
備
と
し
た
。
軍
人
の

発
想
で
は
な
く
秘
密
警
察
の

日
常
業
務
で
国
際
世
論
を
無

視
し
た
。
占
領
地
が
自
国
に

　

戦
い
と
い
う
勇
壮
な
響
き

よ
り
も
安
全
な
事
務
的
操
作

で
あ
る
。

　

戦
争
当
事
者
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
違
う
。
主
導
者
は
元

々
戦
争
を
学
ん
だ
軍
人
で
も

政
治
家
で
も
な
く
秘
密
警
察

　

誰
も
が
未
経
験
の
「
現
代

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
煮
て
食

お
う
と
、
他
国
の
口
出
し
は

許
さ
ぬ
と
い
う
大
国
気
取
り

の
強
気
な
の
か
、
大
昔
か
ら

「
奪
っ
た
者
が
勝
ち
」
で
支

配
民
族
や
国
体
が
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
入
れ
替
わ
る
地
域
で
、

周
囲
を
海
で
他
と
区
分
し
や

す
い
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
と
地

勢
が
違
う
だ
け
な
の
か
。

　

ヒ
ト
の
獣
性
は
変
わ
ら
な

い
が
、
火
薬
庫
と
言
わ
れ
た

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
闘
争
経
験

の
質
と
量
が
違
う
。
そ
の
た

め
他
の
動
物
種
に
恥
ず
か
し

い
ほ
ど
野
蛮
な
の
が
人
類
な

の
だ
。
知
性
と
い
う
よ
り
も

理
屈
を
こ
く
の
が
ヒ
ト
で
、

そ
の
場
が
国
連
だ
が
、
ま
だ

第
２
次
大
戦
用
の
組
織
の
ま

ま
で
運
営
し
て
い
る
。

　

安
保
理
事
国
は
米
英
仏
中

露
５
カ
国
が
完
全
に
私
物
化

し
て
、
米
中
に
次
ぐ
多
額
の

分
担
金
は
日
本
に
支
払
わ
せ

て
、
中
露
は
国
体
が
変
わ
っ

て
も
拒
否
権
と
一
緒
に
そ
の

ま
ま
相
続
し
て
特
権
理
事
国

に
納
ま
り
他
国
の
参
加
を
許

さ
な
い
。

　

一
時
ア
メ
リ
カ
は
ユ
ネ
ス

コ
か
ら
脱
退
し
た
。
ア
メ
リ

カ
は
ユ
ネ
ス
コ
の
国
連
の
中

で
の
役
割
を
軽
視
し
て
い
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

く
せ
、
国
連
か
ら
給
料
を
も

ら
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ

人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
本

人
は
圧
倒
的
に
少
な
い
の

だ
。
安
保
理
事
国
で
も
な
い

日
本
人
は
黙
っ
て
金
を
払
っ

て
い
れ
ば
良
い
ら
し
い
。
そ

れ
で
も
日
本
が
戦
火
を
消
す

の
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
文
句
を
言
う
つ
も
り
は
な

い
。

▽
会
員
本
人
限
定
「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基

準
に
係
る
研
修
会
」

日
時　

４
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館

講
師　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

教
授
）　
　

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

内
容　

 

歯
援
診
（
①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能

の
管
理
③
緊
急
時
対
応
等
）
、
口
腔
機
能
低
下
症

※
途
中
入
退
出
の
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

▽
会
員
本
人
限
定
「
外
来
環
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

（
歯
初
診
含
む
）」

日
時　

５
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
第
二
講

座
准
教
授
）　
　

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

※
途
中
入
退
出
の
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

▽
市
民
講
座
「『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
」

日
時　

６
月
12
日
（
日
）午
前
10
時
〜
正
午　
　

会
費　

無
料

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

現
地
60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

講
師　

濱
島
淑
恵
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
教
授
）

共済部からお知らせ

雇用保険料率が上がります

国
庫
負
担
は

大
幅
に
減
少

原
発
ゼ
ロ
大
阪
が
集
会

コ
ロ
ナ
支
援
金
を
解
説

経
税
部　

確
定
申
告
セ
ミ
ナ
ー

ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
抗
議

医
科
・
歯
科
九
条
の
会

反
核
平
和
医
療
人
の
会
が
声
明

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室篠

部
正
夫
（
西
淀
川
区
）

「
現
代
戦
争
」
に
思
う

協
会
行
事
案
内

失業等給付の基本手当の国庫負担率
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0
5

10

15

20

25

30

2.5％

13.75％

25％

(％)

(年度)

　

経
税
部
は
２
月
23
日
、
確

定
申
告
直
前
セ
ミ
ナ
ー
を
医

科
協
会
と
共
催
し
た
。
協
会

税
理
士
団
・
山
本
佐
代
子
氏

（
写
真
）
が
講
師
を
務
め
、

確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
や
注

意
点
、
コ
ロ
ナ
支
援
金
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
解
説
。

会
員
ら
８
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
税
制
の
大
き
な
変

更
点
が
な
い
も
の
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
支
援
金
・
補
助
金

等
の
取
り
扱
い
は
引
き
続
き

注
意
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

山
本
氏
は
、
支
援
金
等
の

収
入
計
上
時
期
や
固
定
資
産

取
得
時
の
圧
縮
記
帳
の
方
法

に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
。
ま
た
、
確
定
申
告

特
集
号
を
も
と
に
決
算
書
・

申
告
書
作
成
の
流
れ
を
確
認

し
、
特
例
適
用
条
文
欄
や
住

民
税
・
事
業
税
欄
な
ど
記
載

が
漏
れ
が
ち
な
点
に
注
意
を

促
し
た
。


